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現在稼働中、あるいは ITERや将来の核融合炉に NBIが使われる場合に、製作した静電加速器がど

のような運転の柔軟性・拡張性を有するかを検討した。 

静電場の中の荷電粒子が定常的に加速されているとき、粒子の軌道は Maxwellの式と運動方程式に

より導かれる。 
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   となる。即ち、空

間電荷密度はイオン種の違いによって変わらないので、空間電荷も含めた電場のポテンシャルも変わら

ない。 

これを踏まえ、電磁場中の粒子軌道に対応するラグランジアン 
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 = const が満たされれば、ビームの軌道パターン（発散）を変えることなく他のイオン種や

複数のイオン種の混合ビームを加速することが可能であることが示される。 

 

次にその応用について検討した。この条件が満たされれば、例えば重水素用に最適化して製作した

加速器で、他のイオン種を引出せるのみでなく、収束のよい D,T の混合ビームを引き出すことが出

来、燃焼分布制御への柔軟性と、トリチウムプラントのシステム合理化などへの貢献が期待できる。 

 

 

 

イオン源で加速されるビー

ム。左端の曲面がプラズマと

ビームの境界面。青線は静電

ポテンシャル、赤線はビーム

軌道。 


